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メールマガジン5 月（67 号）特集 

●テーマ「クラブのほしい情報とは」 

    クラブを長く続けていくためには、「質の向上」が必要だといわれています。 

    クラブ自身が自分の力で問題解決したり、解決能力を高めたりするために、 

「情報」という材料を集めたり、情報への「アクセス力」が求められています。 

    そこで、クラブではどのような情報を必要とし、アクセスしているのか、 

その工夫や今後の課題など、座談会形式でうかがいました。 

 

●参加者紹介 

 

篠島幹昌さん（ふじみ野ふぁいぶるクラブ会長兼クラブマネジャー） 

埼玉県南東部にある人口 10 万 7 千人のふじみ野市にある総合型地域スポーツクラブの会長とクラブマ

ネジャーを兼務。行政や地元体協と連携をとりあいながら、設立 3 年目になる。会員数は平成 23 年 3

月末時点で約400 人。日本の著名なＩＴ企業での勤務経験があり、知識豊富な論客。自身はバスケット

ボールの出身だが、クラブでは多種目・多志向で、小中学生及びその親世代を主な対象とし、地域にスポ

ーツの新しい環境をつくろうとしている。 

 

鈴木奈保美さん（こやのエンジョイくらぶ事務局長） 

東京都葛飾区内第一号総合型地域スポーツクラブの事務局長。平成15 年度から区が着手。じっくりと基

盤を整え、お試しキャンペーンや交流大会を重ねて地域の理解を促し、平成 20 年 9 月設立。高齢者中

心に会員数は右肩上がりに増え、300 人を超えた。持ち前のパワーと明るさ、アイデアと行動力で、ク

ラブの運営を全面的に支えている。 

 

加藤裕之さん（埼玉県体育協会クラブ育成アドバイザー） 

クラブ育成アドバイザーになって7 年目。前職は、埼玉県北本市にある総合型地域スポーツクラブ「NPO

法人あさひスポーツ・文化クラブ」のクラブマネジャー。民間スポーツクラブ、行政と様々な経験をし、

現在はアドバイザーとして埼玉県内にある総合型地域スポーツクラブの支援をしている。これまでに35

クラブ程のクラブ創設に携わってきた。豊富な情報をもち県内はもちろん県外からの問い合わせも多く、

全国から頼られているアドバイザーである。 

＜座談会実施日：平成23 年4 月27 日（木）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

向かって右から、鈴木さん、篠島さん、加藤さん 
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東北大震災関連情報 

─さっそくですが、東日本大震災に直面して、ご自身

で思ったこと、取り組んだこと、これからしたいこ

となど、お話いただけますか。 

【加藤】大震災後、被災地のアドバイザーや関係者にメ

ールをし、現地の状況について何件か返信をもらいま

した。埼玉県内では、動きの早いクラブの有志で、何

かしらの支援を継続的に行っていこうということにな

りました。 

ちょうど県内に福島県双葉町の方々が避難してこ

られたので、「双葉ふれあいクラブ」の関係者を通して

支援の内容を検討している段階で、できることからや

っていこうとしています。避難所は高齢者の方々が多

いので、その場で体を動かせるようなプログラムに指

導者を派遣して教室ができればと思っています。今後

は埼玉県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会として

も支援を模索中です。 

 

【篠島】被災された方々に対して、クラブとして何かし

たいと思っているものの、一方的な支援は迷惑ではな

いかとの思いもあり、具体的なアクションはこれから

になります。 

加藤さんもおっしゃった双葉ふれあいクラブのお

話など、総合型クラブのネットワークを通じ支援して

いこうという動きには大変共感しています。今後そう

いった総合型クラブのネットワークを通じた支援活動

には協力できたらと思います。 

我々は特に子ども中心のクラブなので、スポーツが

本来もっている「元気にする・明るくする」力で子ど

もを明るくし、子どもが明るくなることで、大人も明

るくなり、みんなが元気になるというようになればい

いと思います。自粛より動き出して、スポーツを通し

て、できることをやっていきたいと思います。 

 

【鈴木】私たちのクラブでは、高齢者の方も多く、震災

後、家に籠ってしまわないよう、出来る限り、平常通

りのプログラム運営をしていこうと心がけました。ク

ラブに来て「こんなことをしていて、いいのかしら」

という声もありましたが、「こんな時だからこそ、リフ

レッシュすることも大切ですよ。」と声をかけました。 

クラブではクラブハウスの他、各プログラムでも義援

金を募り、たくさんの方にご協力いただきました。今

後も、継続的に行っていきたいと思っています。 

日本体育協会の公認クラブマネジャー講習会の同

期の方の中には、被災地にお住まいの方もいましたが、

状況がわからずメールを送っていいものか迷っていた

ところ、他の同期の方から転送メールが来て、元気で

いることがわかり、連絡をすることが出来ました。こ

のような時こそ、全国的なネットワークがあるのは心

強いです。仲間同士がつながるような情報をマメに流

してくれる方がいて助かりました。 

 

クラブのほしい情報は段階とともに変わる 

【篠島】育成指定クラブ期間の最初の頃は、「総合型地

域スポーツクラブ」がどういうものなのかイメージが

湧かなかったので、“総合型地域スポーツクラブとは何

か”を知る目的で、一般書籍や講習会資料、インター

ネット等で情報を集めました。 

育成指定クラブ2 年目となると、次に自分達はどん

なクラブにしていきたいのか、また事業の仕組みや体

制をどうやってつくるべきなのか等を検討するために、

他のクラブに訪問して直接聞いたりして情報を集めま

した。具体的にはバスケットボールという専門性を柱

にすることを考えていたので「ピボットフット」（東京

都大田区）の桑田さんにお会いしお話をうかがったり、

地域が一体になってクラブづくりをしている「ごうど

スポーツクラブ」（岐阜県神戸市）さんに視察に行き、

当時会長をされていた小倉さんからいろいろと助言を

いただきました。 

また、いよいよ設立という際には、規約等に関する

さらに具体的な情報が必要になりました。必要な情報

というのは、時間とともに段階的に変わっていくので

はないかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふじみ野ふぁいぶるクラブ」パンフレット（表紙） 
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【鈴木】葛飾区では、「かつしか地域スポーツクラブ」

と称して、独自に認定制度を取り、クラブ育成を支援

する仕組み作りをしています。生涯スポーツ課には、

クラブ育成の担当の方がいますので、何かあれば、ま

ずはそちらに相談します。設立当初は、書類の書き方

など、基本から指導してもらい、「育ててもらった」感

じです。今では、だいぶ事務力は育ちましたが、何か

あれば「どうでしょうか」と相談して、随時、必要な

情報を得ています。 
 

「Yahoo 先生、Google 先生に聞いてみよう！」 

【鈴木】例えば、クラブの広報紙を作る場合、“どの

ような広報紙がみんなに見てもらえるのか”という問

題意識から、日本体育協会のホームページ内にある「Ｓ

Ｃステーション（Ｑ＆Ａ集）」を情報源に、「広報」の

部分を見たりしています。 

また、広報紙作成上の技術的な部分、例えば、この

部分に文章やイラストを入れ込みたい時はどうしたら

いいか、という場面では、ワードの使い方を検索した

り、他のホームページを調べて参考にしたりしていま

す。 

そういった意味での「私はこうしたい」と思うこと

は、ほとんどインターネットで情報が得られています。

インターネットは、困ったことを素直に、複数のキー

ワードを入れて検索すると、それに対する答えが出て

くるツールです。「Yahoo 先生やGoogle 先生に聞い

てみよう！」と仕事中でもよく言っています（笑）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こやのエンジョイくらぶ」パンフレット（表紙） 

 

【篠島】私も日頃は、基本的にインターネットで情報収

集をしています。 

【加藤】インターネットでは、でてこない情報がほとん

どないかと思います。インターネットで質問できるサ

イトがありますが、当たり前のことを聞くと、答えは

「Google」と返ってきます(笑)。「当たり前のことを

聞くな（自分で探せ）」という意味です。 

マネジメントのことも、キーワードを入れればイン

ターネットでほとんどの情報は得られます。 

広報やチラシについても、インターネットで調べれ

ば、参考になるチラシなどもでてくるので自分でそれ

らを拾いながらアレンジしてチラシを作っていくのも

一つの手かと思います。 

 

ほしいピンポイント情報は少ない 

【鈴木】個人的に知りたいことは、インターネットを駆

使して、必要な情報を得られますが、実際のクラブ運

営に関することや地域の情報などは、行政側からも情

報提供を受けています。 

区のクラブ育成に関しては、例えば、会場使用の優

先利用や使用料免除など運営上必要なものを支援して

もらうなど、いろいろな面でしっかりしたサポートを

受けている感じです。 

 

【篠島】ほしい情報を探すとき、インターネットでは

「広い答え」はありますが、本当にほしい部分をピン

ポイントで得られることは意外に少ないし、そのよう

な情報自体も少ないと思います。 

設立後 3 年目の今は、指定管理者の申請に関する情

報などが必要になっていますが、申請時の留意点・ポ

イントなどの情報はあまりありません。 

また、クラブでは市のスポーツ振興を担う活動をし

たいと思っているため、設立後は、地域が何を求めて

いるか、現在の学校部活動の状況など、という情報が

必要になりましたが、なかなか入手できず行政への協

力を求めました。 

また「データがないのであれば共同で調べません

か」と投げかけるアプローチもするようにしています。

行政側にもデータがない場合は、地域スポーツ振興を

目的とした必要なデータということを行政側と意識共

有し、「こちらがやるから、やりませんか」と連携を働

きかけることも必要になってくるのではないかと思い

ます。 
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行政がもつ情報と調整できる枠組み・仕組み 

【鈴木】区のスポーツ振興計画では「総合型地域スポー

ツクラブの設立育成」を重点施策の３つの柱の１つと

しています。 

また、区はスポーツ指導員の登録制度をとっていて、

そこから指導者の紹介をしてもらったり、区体育協会

との連携をサポートしてもらったりしています。いろ

いろな面で、行政側の仕組み作りが徹底されているの

で、クラブを取り巻く環境は、恵まれているかもしれ

ませんね。 

【加藤】行政がそこまで考えて実際に支援してくれる

のは素晴らしいことです。 

全国の市区町村が同じように支援してくれれば、た

くさんのクラブができますね。 
【篠島】ふじみ野市では、現在のところ市のスポーツ振

興計画がありません。クラブが正式設立する当初は、

とりあえず総合型地域スポーツクラブが設立すればい

い、という感がありましたが、現在では協働のスタン

スで関係づくりも進み、最近はスポーツ振興審議会の

設置について議会で取り上げられ、総合型地域スポー

ツクラブの継続的な（後方）支援についても考えてく

れています。 

主体になって動くのはクラブですが、行政には大き

な枠組みや仕組みをつくってほしいと思います。 

 

専門的な知識のある人に相談したい 

【篠島】埼玉県にはスポーツリーダーバンクがあって

相談したこともありますが、その種目指導者がいなか

ったりしました。また、ピンポイントの情報を得るの

はなかなか難しいのではないでしょうか。 

インターネットなどでアクセスしやすい情報はそ

れなりの情報であり、たどり着きにくい情報について

は、より専門性をもっている人が導いてくれたらと思

ったことがあります。そのような場合は、アドバイザ

ーの加藤さん（出席者）に相談しています。 

 

僕達の夢としては、欧州のようなクラブを目指して

いきたいですし、“クラブが付加価値をもっていかない

と、本当の意味で経済的に自立したクラブにならない”

と考えて、今、専門性を持つ人材面の連携確保に取り

組んでいます。 

クラブの中で専門的な人材の育成をするのは、なか

なか難しいので、専門性の高い人と連携できるように

指導者組織の人材情報やノウハウがナレッジベース

（知識のデータベース）であってもいいのではないか

と思います。 

クラブの運営では、「どうしたらいいものか」とい

う困った場面は、ある日突然遭遇します。インターネ

ットで調べきれないものや、未だ事例がないものなど

が、現在のほしい情報であり、専門的な知識のある人

に相談したいです。 

 

「クラブが気付いていない」情報提供がアドバイ

ザーの役割 

【加藤】アドバイザーは、目的に沿った具体的な情報や

ノウハウの情報は県内であればだいたい把握していま

す。他都道府県の情報であってもアドバイザーのネッ

トワークから得られることができます。逆に、他県の

アドバイザーからの問い合わせもあります。 

ほしい情報を問題意識と自助努力で得て、成長でき

るクラブもありますが、クラブの方から電話を頂いた

りして頼られるのはアドバイザー冥利につきますね。

何よりも、“インターネットで拾えない情報をアドバイ

ザーがどう提供できるか”、が大事であると考えていま

す。 

例えば、政策や toto 助成に関する情報、クラブが

気付いていない情報、助成金の活用などがあります。

一例ですが、自己資金でクラブハウスを建てようとし

たクラブが、少し待てば toto 助成を使えるタイミン

グだったので、こちらからクラブに情報提供を行い、

その助成を上手く活用することができました。 

アドバイザーや広域スポーツセンターは、そのよう

な情報を得るのが早いので、定期的に連絡をすれば生

きた情報が得られると思います。クラブの関係者はア

ドバイザーや広域スポーツセンターを上手く活用して

ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加藤裕之さん （埼玉県クラブ育成アドバイザー） 
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組織化を広く支えるボランティアとの夢の共有 

【加藤】一方で事務局主導になりすぎると、「事務局に

任せておけばいい」となってしまい、事務局以外の人

が力を発揮しなくなります。 

そこは、「運営委員会は、しっかり運営委員さんが主

体でやってください」と言って、運営委員会を活かす

形をうまく作らないとなりません。バランスの問題で

す。 

創設時には特に「女性や若者も運営委員に入れてく

ださいね」と積極的に伝えています。 

 

【篠島】私も専従の有給スタッフで、もう1 人専従でパ

ート・アルバイトの人がいます。後はボランティアの

人ですが、「みんなで話合いながら、つくっていきまし

ょう」というのが、ボランティアの人の一つのやりが

いになっている要素のようにも感じます。 

ただ、それぞれの楽しみ方や温度差があります。仕

事としてやっていきたい人は、よりクラブを成長・発

展させて新たなスタッフを増やしたい思いがあります

が、ボランティアのやりがいの部分をクラブに活かし

ていくことも大事です。 

 

篠島幹昌さん（ふじみ野ふぁいぶるクラブ会長 

兼マネジャー） 

 

当初は、「自立や受益者負担」の仕組みは、専従ス

タッフ主導でつくっていく必要があると思っていまし

たが、クラブを広く支えている部分は、ボランティア

の方々がうまくやっていると感じています。それぞれ

皆さん言っていることは正論ですし、それぞれがクラ

ブを思っていたり、やる気があってのことです。それ

を活かせなければ偏った活動になるとも思います。 

 

その受け入れ方や活かし方など手探りですが、そう

いった一人ひとりの想いを活かせるようなクラブづく

りを進めていきたいと思っています。ボランティアの

方々にもやりがいをもってもらう場でないと、必要な

時にクラブは助けてもらえません。 

夢に向かって、大きなやりがいが1 つになればと思

います。ノウハウスキルが高い部分にはお金を出すな

ど、関わり方の複雑性もあり、現実は難しい事も多い

ものの、それぞれの役割をクラブ全体で育んでいけれ

ばいいと思います。同じ夢や目標を共有して、「地域の

ため」と思ってできないかと理想を追っています。 

 

役員・スタッフに必要な共通言語と継続学習 

 

＜文末（Ｐ 7）資料参照＞ 

 クラブ運営時に各種情報(源)をどの程度利用している

かクラブ関係者に尋ねた結果を、会員数100 人以下のク

ラブと、300 人超のクラブで比較してみた。 

会員数100 人以下のクラブでは「講習会の資料」が比

較的多い。300 人超のクラブでは｢インターネット検索｣

も多いが、「クラブ内の人」が100 人以下のクラブに比

べて多くみられた。ここでの「クラブ内の人」とは、ス

タッフや役員、時には会員が該当する。このようなクラ

ブ内部の人からすぐに情報を得たり相談できたりするク

ラブは会員数が多い傾向にある。 

つまり、クラブ内人材の全体的な育成が、クラブ成長・

発展の基盤づくりになるとも読み取れる。 

 

 

【加藤】クラブ内で温度差があるクラブでは、クラブマ

ネジャーだけでなく、クラブ内の他の人にも、クラブ

マネジャー養成講習会などに参加してもらうといいと

思います。クラブ内で 1 人でも多くの人が参加して、

共通言語で話すことができるようになれば変化がある

かもしれません。 

【鈴木】講習会などの情報提供はしていますが、みなさ

んお忙しいのか、あまり関心がないようです。 

 

【加藤】既にマネジャーのネットワーク等に相談して

いるかもしれませんが、同じマネジャー同士で同じよ

うな境遇の人に相談するのもいいですね。 

役員の場合は世代交代も必要で、その仕組みをつく

ることも考えられます。次の世代を育てるために、あ

えて世代交代するような制度をつくり実行していくこ

とも必要ですね。 
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ビジョンや課題を明確に。時には意識的に情報

を遮断して、頭をクリアにすることも必要 

【篠島】「情報をより活用するために」という意味で言

えば、情報が氾濫している世の中なので、自分達には

何が必要なのかは、クラブのビジョンや仕組み（スキ

ル含め）を明確に持つことが、情報をより活かすこと

ができるポイントになると思います。 

例えば、地域のスポーツ振興に役立ちたいと考えて

いれば、現状の地域行政の課題が情報として入ってき

ます。具体的には、“行政では公共性の高いスポーツ振

興事業の予算が削減され受け皿を探している”、といっ

たことがわかり、行政ができない部分をクラブでどの

ように担えるようになるかを考え、その情報を集めて

いきます。 

学校部活動でも課題やニーズがあるので、それを情

報として集め、自分達のクラブで取り込み、仕組みや

プログラムにしていこうと考えていくようにしていま

す。 

【鈴木】私たちのクラブは、年配の方を中心に活動して

いますが、将来的には、子どもたちや若者、子育て世

代など、多世代に向けて活動していきたいと考えてい

ます。 

「スポーツを通じた地域コミュニティ」が目標です。

そのために少しずつ成長していけるように、じっくり

取り組んでいきたいと考えています。 

 

鈴木奈保美さん（こやのエンジョイくらぶ事務局長） 

 

【加藤】インターネットを使うと、情報がたくさんあり

過ぎるくらいあります。情報を取捨選択することが大

事です。いろいろな情報がバーっとでてきても自分の

考えで選ぶこと。 

また、自分の経験からですが、情報を多く取り過ぎ

ると思考がマイナスになったり、考える力がなくなっ

て傍観するだけになったりします。頭をクリアにして

一切情報をとらない状態を意識的につくることも、今

の時代には必要かもしれません。 

 

 

＜番外編＞ 

有給マネジャーのいるクラブは、会員数も増える 

【鈴木】「事務局業務」について、いろいろな考え方が

あると思いますが、いかがでしょうか。 

「仕事量が、事務局(一人)に集中すること」や「有給」

についてなど。会員数増加に伴って事務量も膨大にな

りますが、実際問題では、なかなか分散して担当する

のは、難しいと感じています。 

 

【加藤】埼玉県で言えば、会員の受益者負担による会費

等で事務局員の給料を支払うという考え方は当たり前

になっています。 

会員管理は会員100～200人程度まではなんとか

ボランティアでできても、300 人を超えるとボラン

ティアでやるのは難しいです。 

マネジャーや事務局員は、会員が増えれば必ず必要

になってきます。また、有給のマネジャー等を設置し

ているクラブは、会員数やプログラムが確実に増えて

いますね。 

【鈴木】そうなんですね。何か、新しいことに挑戦する

ときは、プラスアルファの力が必要になりますからね。 

 

【篠島】ボランティアは有償もありますが、無償で奉仕

するのが当たり前という感覚が世代によってあり、同

じテーブルにつくと価値観や温度差の違いが交差する

こともしばしばあります。雰囲気によっては、意欲の

ある人も「余計なことをするのはやめよう」になって

しまいます。 

事務局が会員さんへの思いをもって、きめ細かく対

応することも、それがきっかけとなり口コミでクラブ

の会員数は増えていくものです。事務局に有給の方が

いれば、よりきめ細かくできて、クラブ全体のモチベ

ーションアップにもつながると思います。 

 

─本日は、活発な議論と貴重なご意見を多数いただき、

ありがとうございました。 

（終了） 
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＜資料＞ 

 

Ｑ クラブを運営するうえで、以下のような情報(源)を、あなたはどの程度利用していますか。   

（2009 年度クラブミーティング時、参加者対象アンケート結果より） 

 

（上図）会員数300 人超のクラブ（46）    （下図）会員数 100 人以下のクラブ（77） 

 


